
のどの痛みが主な症状です。感冒(かぜ)と同様、よくある病気です。
ほとんどはウイルスが原因ですが、
細菌である溶連菌(A群β溶⾎性連鎖球菌)が原因のこともあります。

【治療】
・今回の咽頭炎はウイルス感染が原因と思われます。
のどの痛みは、痛み⽌めで和らげることができます。

・細菌を退治する抗菌薬を飲んでも効果はありません。
発熱やのどの痛みが軽減したり、早く治ることは
ありません。

・ただし、溶連菌による咽頭炎と診断され抗菌薬を
処⽅されたときは、⽤法⽤量を守って飲み切りま
しょう。

・不必要に抗菌薬を飲むと、下痢やアレルギーなど
副作⽤が出たり、薬剤耐性菌を⽣み出すことにつ
ながります。

急性咽頭炎
いん とう えん

最初はウイルスによる急性咽頭炎に⾒えても
後から別の病気だとわかることもあります。
下記の症状に当てはまる時は、もう⼀度受診しましょう。

■呼吸しにくい、またはのどがつまる感じがしてきた
■のどの痛みで飲み込むのが難しく、⾷事や⽔分を取れない、
痛み⽌めの効果がない

■唾を飲み込むことも難しく、唾液がだらだら⼝から出る
■ 4⽇以上経っても38℃以上の熱が続く
■息を吸うときに、のどがつまった感じやヒューヒューと
いう⾳がする

■ 7-10⽇間経っても症状が良くなってこない、
または悪くなっている

・熱がある時は特に、⽔分を⼗分にとりましょう。
・柔らかいもの、刺激の少ないものが⾷べやすく、
うがいが痛みをやわらげるかもしれません。

・喫煙は症状を悪化させるのでやめましょう。
・咳やくしゃみが出るときは、マスクを正しく
着⽤し、⼿洗いをしっかりして、周りの⼈に
うつさないようにこころがけましょう。

※免疫を低下させる薬を飲んでいる⽅、肺や⼼臓に
病気がある⽅は違った経過になることもあります。
主治医の先⽣とよくご相談ください。
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【症状】
のどの痛みが、⿐⽔や咳よりも
⽬⽴ちます

【経過】これからどうなりますか?
・のどの痛みは最初の2-3⽇がピークです。
・7-10⽇間でだんだんとよくなっていきます。


